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別別別別    紙紙紙紙    ３３３３    

平成平成平成平成２１２１２１２１年度北海道大学情報基盤年度北海道大学情報基盤年度北海道大学情報基盤年度北海道大学情報基盤センターセンターセンターセンター共同研究共同研究共同研究共同研究成果報告書成果報告書成果報告書成果報告書 

 

 １１１１．．．．研究領域番号研究領域番号研究領域番号研究領域番号        Ａ４ 学術情報環境    

 

 ２２２２．．．．研究課題研究課題研究課題研究課題 名名名名        天文分野における高品位ネットワーク利活用モデルに関する研究    

 

 ３３３３．．．．研 究 期研 究 期研 究 期研 究 期 間間間間  平成２１年５月１日 ～ 平成２２年３月３１日 

 

 ４４４４．．．．研究代表研究代表研究代表研究代表 者者者者    

氏   名 所属機関・部局名 職  名 備  考 

渡部 重十 北海道大学・大学院理学研究院/理学院 教授  

 

 ５５５５．．．．研究分担研究分担研究分担研究分担 者者者者    

氏   名 所属機関・部局名 職  名 備  考 

高井 昌彰 北海道大学・情報基盤センター  教授  

林 祥介 神戸大学・大学院理学研究科  教授  

倉本 圭 北海道大学大学院・理学研究院/理学院  教授  

杉山 耕一朗 北海道大学・低温科学研究所 特任助教  

木村 淳 北海道大学大学院・理学研究院/理学院  博士研究員  

佐野 康男 名寄市立木原天文台 技師兼研究員  

村田 拓也 陸別町立銀河の森天文台 主任兼研究員  

大石 憲且 株式会社ネクステック 社長兼研究員  

 

  

６６６６．．．．共同研究共同研究共同研究共同研究のののの成果成果成果成果    
    下欄には，当該研究期間内に実施した共同研究の成果について，その具体的内容，意義，重要性等を，共同研究 

申請書に記載した「研究目的」と「研究計画・方法」に照らし，800 字～1,000 字で，できるだけ分かりやすく 

記載願います。文章の他に，研究成果を端的に表す図表を貼り付けても構いません。なお、研究成果の論文・学会  

発表等を行った実績（発表等の予定を含む。）があれば、あわせて記載して下さい。 

    

理学天文分野における研究においては観測活動が必須である. 本研究の推進においては, 通信事業

者や NPO 法人 (Live-E, 北海道地域ネットワーク協議会等)と連携することで, これまで本学理学

部で構築してきた観測ネットワーク基盤を北海道内 8 カ所の観測ネットワーク (本学, 名寄, 陸

別, 札幌, 紋別, 浦河, 帯広, 函館) に拡張した. それぞれに星空観測用の定点カメラと気象観測装

置を設置し, これらの機器が生み出すデータトラフィックを本研究実施のためのマテリアルとして

利用することにした. 以上の枠組みを用いて, 地方の観測拠点の置かれた通信環境に適応した理学

研究活動のあり方を模索した. 
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（研究成果のつづき） 
 
研究データ流通の方法として, 観測拠点毎に機器制御用の PC を設置し, PC に蓄積されたデータ

を逐次 ftp で本学へ送る方法を採用した. 当初, 本学の PC 上に拠点毎の制御用仮想 PC を立ち

上げて定点カメラの一括管理・データ保管を試みたが, 長期間の安定した運用に耐えなかったため

である. 通信環境が必ずしも恵まれない地方の観測拠点においては, 各地が自立的に観測およびデ

ータ集積を行い, それを定期的にデータ転送するのが現実的なデータ流通方法と言えるであろう. 

本学からは必要な時のみ VNC 等の遠隔操作ツールを用いて観測拠点の観測用 PC を操作するこ

とにした. また, 各地の観測拠点との遠隔コミュニケーション手段としてテレビ会議システムが機

能したが, 方針決め等の重要な議題の場合には限ってはオフラインミーティングが有効であった. 

 

集積されたデータは一義的には研究用であるが, そのデータを研究者に留まらず広く一般に公開し, 

教育分野および観光分野で利用可能にするための要件や手法を検討した. 要件の洗い出しを行い, 1) 

Web 上から手軽にデータにアクセスできること, 2) 膨大なデータから必要なデータを抜き出せる

こと, 3) データの見所がわかること, の 3 点が重要という認識を得た. そこで, 閲覧用 Web イン

ターフェイス (NMH Archives) を開発し, 定点カメラの映像を動画で, 気象データをグラフ化し, 

それぞれの関連づけを行った. さらに, 検索機能の充実, 研究者を含めた利用者がデータに対して

コメントを付加できる仕組みを導入した.  

 

 

[ 実績 ] 

 

1) 論文 

* 杉山耕一朗, 佐野康男, 村田拓也, 村田拓也, 高井昌彰, 林祥介, 渡部重十, 2010,  

  産官学連携下での北海道内定点カメラ網の開発, 遊・星・人 (日本惑星科学会誌), 

  投稿予定 

 

2) イベント 

 

* nw-key-men ミニワークショップ 

  2/19 (金) 16:00— 

  北大情報基盤センター北館 4階会議室 

  参加者: 8 名 

  

* NMH Archives 報告会 

  2010 年 2 月 24 日（水）15:45--18:00 

  北海道大学 百年記念会館 大会議室 

  参加者: 35 名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


